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第３部 シーニックバイウェイ北海道制度の提案 

 シーニックバイウェイ北海道制度が対象とする「景観」「地域」「観光空間」は、地域

住民等、行政、さらには、訪れる旅行者の、“共有”の地域資源である。したがって、こ

れらの景観や地域資源を保全・改善していくためには、関係する全ての人々の”協働“が
不可欠である。また、こうした資源の持続的活用を図っていくためには、地域の子供た

ちや住民、地域を訪れる旅行者に対する、学習機会の提供や解説活動を積極的に行い、

地域資源の再認識や保全、利用負荷の軽減に対する意識の向上を図っていく必要がある。 
 以下に示す制度案は、シーニックバイウェイ北海道制度推進のために必要な基本的要

件のみを定めることとし、社会経済環境変化への的確な対応や地域の創意工夫を取り入

れながら持続的成長が可能となるよう配慮した。 

 以下、シーニックバイウェイ北海道制度について記述する。 

 

１．基本的事項 

1.1 制度の目的 

シーニックバイウェイ北海道制度は、北海道固有の景観、自然、歴史、文化、

レクリエーション資源等地域資源を最大限活用し、競争力のある美しく個性的な

北海道を実現することを目的として、地域発案の下、地域住民等と行政が連携し、

地域資源の保全・改善による「美しい景観づくり」、「活力ある地域づくり」、「魅

力ある観光空間づくり」を行うものである。 
 

1.2 用語の定義 

 本案で使用する用語を以下の通り定義する。 
（１）シーニックバイウェイルート 
 シーニックバイウェイルートは地域住民等が主体的に地域資源の保全・

改善等のための活動を行うルートで、「ルート運営代表者会議」の提案によ

り、「シーニックバイウェイ北海道推進協議会」が指定したもの 
（２）ルートおよびルート運営 

ルートとは、「美しい景観づくり」、「活力ある地域づくり」、「魅力ある

観光空間づくり」のために重要であり中心となる道路およびその沿線に立

地する建造物や林帯等道路から道路利用者の視覚に影響を与える範囲また

は、地域活動団体が活動を行おうとする範囲をいう。また中心となる道路

からどの程度離れた場所までを含めるかは地域の特性による 
ルート運営は、ルート内の景観、自然、歴史、文化、レクリエーション

資源等の地域資源の保全・改善のための活動を総合的に実施し、質の高い

旅行空間の形成をめざすこと 
（３）ルート運営活動計画 

ルート内の地域資源特性やその保全・活用方法、運営方法、運営体制等
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について記述した文書 
（４）活動団体 

ルート運営に参加もしくは関心のある地域住民を主体とした人々の集ま

り 
（５）ルート運営代表者会議（以下、「代表者会議」という） 

ルート運営に参加する複数の活動団体から構成される会議。ルート運営

意志決定機関 
（６）関係市町村 

ルート運営の対象となる地域を含む市町村 
（７）ルート運営行政連絡会議（以下、「行政連絡会議」という） 

ルート指定された地域の自治体及び国の関係行政機関から構成される会

議 
（８）シーニックバイウェイ北海道推進協議会（以下、「推進協議会」という） 
 シーニックバイウェイルートの指定を始め、シーニックバイウェイ北海

道制度の運営母体となる組織で、全道的な民間団体、北海道、国の関係行

政機関等から構成される。 
（９）シーニックバイウェイ北海道ルート審査委員会（以下、「審査委員会」

という） 
ルート指定のための審査等を行うため、「推進協議会」に設置される委員

会。学識経験者、有識者等から構成される。 
 

1.3 期待される効果 

本制度導入により期待される効果は以下の通り。 

・景観をはじめとする魅力ある地域資源の発見 
・地域への愛着・誇りの醸成 
・旅行者に対するホスピタリティ（好ましいもてなし）の向上 
・良好な景観の形成 
・旅の快適性の向上、ストレスの少ないツーリング環境の形成 
・地域ブランドの形成 
・交流人口の拡大 
・観光関連産業の振興 
・地域における雇用の拡大 

 
２．制度の流れ 

2.1 ルート指定の提案の募集 

「推進協議会」はシーニックバイウェイルート指定の提案を募集する。 
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2.2 ルート指定の提案 

（１）ルート運営活動計画の策定 

 代表者会議は、当該ルートがめざす将来像やそれを実現していくため

に必要な景観や地域資源保全・改善活動等のルート運営について以下の

ような項目を記述した「ルート運営活動計画」を策定する必要がある。

なお、以下の項目は最低限定めるものであり、その他は策定主体が自由

に定めることができる。 

①ルート運営の対象とするエリア／関係市町村 
・基幹となる道路を明示 

②当該ルートの愛称 
③当該ルートの特性と課題 
・他地域に比して優れた景観資源などを自主診断して整理 
・活性化に関する資源の整理 

④当該ルートにおける活動の現状 
・活動団体と活動状況 
・活動状況をタイプ分類（観光関連活動、景観形成活動、情報発信

活動、まちづくり活動など） 
・ルート運営のための活動実績等を明示 

⑤ルートの基本方針 
・ルートとして大切にするべきイメージなどを含めて方針を整理 

⑥当該ルート運営に関する事項 
・活動プログラム（ルート連携事業、景観形成活動、観光関連活動

など） 
・ルート景観形成や地域資源の調査・保全・活用のための活動 

（２）関係市町村長の意見とルート指定に向けた提案 

 「代表者会議」はルート指定に向けた提案に際し、関係市町村長の意

見を添えて「ルート運営活動計画」を「推進協議会」に提出する。 

 

2.3 審査とルート指定 

（１）「推進協議会」は提案されたルートの指定について「審査委員会」に

意見を求める。 
（２）「審査委員会」は提出されたルート運営活動計画等について以下の観

点から審査を行い、「推進協議会」に指定すべきルートを推薦する。 
①景観資源、地域資源に関する要件 
・優れた景観資源（潜在的資源も含む）を有すること 
・自然、歴史、文化、レクリエーションの４つの地域資源（潜在的資

源も含む）のうちひとつに優位性が認められること 
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②活動体制に関する要件 
・ルート運営を地域住民が主導的に行っていこうとすること 
・シーニックバイウェイのルートとして地域と行政が一体となって、

景観などの地域の魅力向上に取り組んでいけること 
・上記取り組みを行うことにより、ルートの景観の高質化が図られ“ル

ートのブランド化”、“ルートが存在する地域の活性化”が見込まれ

る地域であること。 
（３）「推進協議会」は「審査委員会」の意見を踏まえ、総合的観点から、

推薦されたルートの指定の是非について協議し、シーニックバイウェ

イルートを指定、公表する。 
 

2.4 活動の実施 

（１）活動団体等の活動の実施 

活動団体は、ルート指定を受けた地域において個別の活動および連携

活動を実施する。 

（２）ルート運営行政連絡会議 

 ルート指定された地域の自治体及び国の関係行政機関は「行政連絡会

議」を設置し、それぞれの立場から連携して活動を実施する。 

 

2.5 ルート運営状況の報告等 

2.5.1 自己点検および報告 

「代表者会議」、「行政連絡会議」は指定ルートにおける沿道景観の保

全・改善や地域資源の保全・改善活動の効果的実施を目的とし、ルート

運営状況について自己点検を行い、原則として毎年「推進協議会」に報

告する。 

 ①「代表者会議」、「行政連絡会議」は以下の観点から自己点検を行い、活動

報告および活動計画を付して「推進協議会」に報告する。 

・ルート運営活動計画の進捗状況の確認 

・活動における課題 

・実施体制における課題 

②「推進協議会」は提出されたルート運営の自己点検報告等を「審査委員会」

に提出し、意見を求める。 

③「審査委員会」は自己点検報告等の内容について検討し、ルート運営推進

のための改善等があれば推進協議会に具申する。また必要に応じて現地

調査や推進協議会からの意見聴取等を行うことができる。 

 

2.5.2 改善および支援 

 検討の結果、活動実施にあたって改善が必要と認められる場合は、「推
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進協議会」は、「代表者会議」、「行政連絡会議」に対して、改善のための

助言を行うことができる。また必要に応じて「行政連絡会議」に参加し

ていない行政機関・団体等への連携の働きかけなどの支援措置を講ずる

ことができる。 

 

2.5.3 指定の取消し 

ルート景観や地域資源の著しい劣化や改善のための活動への取り組み

が著しく見られない場合は、「審査委員会」に意見を聞き、「推進協議会」

は当該ルートの指定を取り消すことができる。取り消した場合はその結

果について公表する。 

 

2.6 ルート運営活動計画の変更 

（１）ルート運営活動計画に変更があった場合は、「代表者会議」は速やかに「推

進協議会」に報告する。 

（２）「推進協議会」はルート運営活動計画の変更について、必要に応じて「審査

委員会」に意見を求める。 

（３）「審査委員会」は提出されたルート運営活動計画の変更について審査を行い、

変更内容の妥当性に対する意見を付して「推進協議会」に回答する。 

（４）「推進協議会」は、「審査委員会」の意見を踏まえ、ルート運営活動計画の

変更について当該「代表者会議」に回答する。 

 

３．シーニックバイウェイ北海道制度運営のための連携組織の役割等 

北海道におけるシーニックバイウェイ北海道制度の持続的運営および当該ルー

トの効果的かつ一元的な運営をしていくための連携組織の役割等は以下の通りで

ある。 

 

3.1 制度運営のための全道的連携組織の役割等 

（１）シーニックバイウェイ北海道推進協議会 

 本協議会の主な役割は以下の通りである。 

①シーニックバイウェイ北海道制度の運営と改善 

②シーニックバイウェイルートの指定、改善のための助言、支援 

③「審査委員会」の設置による審査の透明性の確保 

④シーニックバイウェイ北海道制度の持続的推進のための調査・研究等 

⑤道内外の団体・企業や有識者からなる顧問グループ等の組織化による

シーニックバイウェイ北海道制度の効果的推進 

⑥中長期的な取組の基本方針の策定 
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3.2 ルート運営のための連携組織の役割等 

（１）ルート運営代表者会議 

本会議の役割等は以下の通りである。 

①「ルート運営活動計画」の策定主体となり、ルート運営活動の総合的

推進 

②活動団体の活動に対する適切な支援の実施 

③「行政連絡会議」との連携 

（２）ルート運営行政連絡会議 

本会議の役割等は以下の通りである。 

①構成行政機関間の連絡調整、事業調整 

②「代表者会議」との連携および活動への支援 

 

４．制度の改善等 

 「推進協議会」は、シーニックバイウェイ北海道制度の円滑かつ効果的な推進を図

るため、指定されたルートにおけるルート運営を通じて得られた課題等を踏まえ、必

要に応じ制度の見直しを進めるよう努めるものとする。 

 

５．経過措置 

 モデルルートのルート指定については、本提案に示すルート指定のための手続き

に基づき応募する必要がある。 
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【参考】 

 なお、ここに提案した制度の検討に際しては、平成 16 年 10 月 27 日から同年 11 月 17

日にかけて「シーニックバイウェイ北海道制度素案に関する意見募集」を行い、これに

対して寄せられた意見を参考にした。 

 寄せられた意見は、制度の枠組みに関するもの、ルート指定の効果に関するもの、行

政の役割に関するもの、制度の効果的な推進に関するもの、活動団体の支援措置に関す

るものなど 16 通あった。このうち以下の２つの意見を踏まえ、第３部に所要の加筆を行

った。 

 

○指定されたルートの運営を通じて得られた課題を踏まえて制度を改善していくシス

テムが必要 

→第３部において、制度を推進していく中で出てくる課題を踏まえて制度の改善を

行っていく旨を記述。 

○ルート運営の改善（2.5.2）に関し、推進協議会がルート運営に対して支援を行う際

の具体的な支援項目（例でもよい）を書いてほしい 

→「「行政連絡会議」に・・・（中略）・・・連携の働きかけなどの」を加筆。 

 

 また、以下の４つの意見については、第４部の記述に反映している。 

 

○地域づくり、まちづくり、観光等の専門家など、活動団体に対するアドバイザーの

設置について 

○優秀活動団体の表彰制度等について 

○ルート・コーディネーター的役割を果たす者の設置について 

○ルート運営状況の評価の過程で、活動団体以外の地域住民、来訪者などの声を反映

させる仕組みについて 
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図表 3.1 シーニックバイウェイ北海道制度の流れ 

ＳＴＥＰ１

○全道的な民間団体、北海道、国の関係行政機関等により構成される「シーニックバイウェ
イ北海道推進協議会」が、シーニックバイウェイルート指定の提案を募集

ＳＴＥＰ２

○活動団体の代表者により構成される「ルート運営代表者会議」　において、「ルート運営活
動計画」を策定

○代表者会議は、計画と関係市町村長の意見を添えて、ルート指定の提案応募

ＳＴＥＰ３

○有識者により構成される「シーニックバイウェイ北海道ルート審査委員会」において、提
出された計画を審査

○審査委員会は、推進協議会に対して、指定すべきルートを推薦

ＳＴＥＰ４

○推進協議会は、シーニックバイウェイルートを指定、公表

ＳＴＥＰ５

○活動団体は、ルートの指定を受けた地域において個々に活動を実施

○ルート指定された地域の自治体及び国の関係行政機関は「ルート運営行政連絡

会議」を設置し、それぞれの立場から連携して活動を実施

ＳＴＥＰ６

○代表者会議と行政連絡会議は、それぞれの活動状況を定期的に推進協議会に
報告

○審査委員会は、指定されたルートにおけるルート運営の状況を検討し、改善点等
を推進協議会に具申

○推進協議会は、代表者会議と行政連絡会議に対して改善のための助言を行う
（場合によっては審査委員会に意見を聴き、推進協議会はルートの指定を取り消す
ことができる）

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

第１段階　～公募～第１段階　～公募～

第３段階　～取組の実施とフォローアップ～第３段階　～取組の実施とフォローアップ～

第２段階　～審査とルート指定～第２段階　～審査とルート指定～



Scenic Byway Hokkaido 

 72 

ル
ー
ト
運
営
行
政
連
絡
会
議

○
地
域
の
公
的
機
関
・
団
体
の
連
携
組
織

○
ル
ー
ト
指
定
を
受
け
た
地
域
に
お
い
て
設
置

関
係
機
関
・
団
体

北
海
道
開
発
局

シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
北
海
道

推
進
協
議
会

○
全
道
レ
ベ
ル
の
公
的
機
関
・
団
体
の
連
携
組
織

○
ル
ー
ト
の
指
定
、
Ｐ
Ｒ

ル
ー
ト
審
査
委
員
会

○
学
識
経
験
者
等
で
構
成

○
ル
ー
ト
運
営
活
動
計
画
の
審
査

ル ー
ト 指
定
の 提
案
（ル
ー ト
運 営
活 動
計 画
を 添
え
て ）

ル
ー
ト
指
定
に
つ
い
て

意
見
を
求
め
る

指
定
す
べ
き

ル
ー
ト
の
推
薦

ル ー ト
の 指
定 、 公
表

意
　
見

参
　
加

参
　
加

参
　
加

参
　
加

参
　
加

参
　
加

参
　
加

参
　
加

参
　
加

参
　
加

↑
↑
↑
地
域
レ
ベ
ル
の
推
進
体
制
↑
↑
↑

↓
↓
↓
全
道
レ
ベ
ル
の
推
進
体
制
↓
↓
↓

参
　
加

参
　
加

参
　
加

ル
ー
ト
運
営
を

通
じ
て
連
携

活
動
団
体

個
人

個
人

関
係
市
町
村

開
発
建
設
部

支
庁
・
土
木
現
業
所

関
係
機
関
・
団
体

北
海
道

活
動
団
体

活
動
団
体

個
人

ル
ー
ト
運
営
代
表
者
会
議

○
活
動
団
体
の
代
表
者
に
よ
り
構
成

○
ル
ー
ト
運
営
活
動
計
画
を
作
成

景
観
診
断

バ
ス
ツ
ア
ー

野
外
コ
ン
サ
ー
ト

放
牧
地
で
の
野
外
カ
フ
ェ

小
学
生
も
一
緒
に

沿
道
の
花
植
え

図表 3.2 シーニックバイウェイ北海道制度の推進体制イメージ 


